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「山の祈り」   作詞・作曲 守屋 國光 
１ 君と二人で登った峰 今は霧にかすんでる やがてあの峰色づいて 
風に木の葉が散り敷くの ほら聞こえる山の音が 耳ををすませば聞こえてる あれは山の祈り 
２ 君と手をとり渡った川 せせらぎ高く流れてる やがてもみじに赤く染まり  
落ち葉浮かべて谷を下るの ほら聞こえる川の音が 耳ををすませば聞こえてる あれは山の祈り 
３ そよ吹く風が草を鳴らし 静かに秋を告げている やがて全ては枯れつくし 
  山はゆきにつつまれるの ほら聞こえる風の音が 耳ををすませば聞こえてる あれは山の祈り 
（https://www.youtube.com/watch?v=TQVSkDmBXz4：2020年6月6日接続確認）
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Ⅲ．本書の示唆する方向性 
以上，本書の内容を紹介してきたが，守屋山光（國光）先生は，「本詩歌集『心の中のフォトアルバム』の表紙を開
くにつけ，またページを追うにつけ，読者の皆様の心の中には，どのような情景が浮かび上がってくるでしょうか。」
と，読者への問いで締めくくられている。「人生という大地を耕す農夫の自覚を新たに」と先生は，さらなる執筆活動
に勤しんでおられるようである。筆者も，小学校の学級担任の児童を借り切りバスで，三重県名張市にある守屋農場
にクラスの児童を引率したことがある。農業というものは，工業とは違い，人（人間）や風土（郷土）に優しいもの
であると実感でき，学校教育や特別支援教育に通づるものがあると考えている。 
筆者の好きな「守屋語録」に，このようなものがある。『自我発達論：共生社会と創造的発達（2020）』の中の守屋
語録を紹介する。その目次の次のページに，この言葉がそっと添えられているのである。「寄り添えば広がる世界。そ
れが教育であり，福祉であり，人生である。」と。まさに，筆者もそのように感じているところである。「私は折に触
れて思いついた言葉をその時々に手帳に書き留め，年末になると『守屋語録』なるノートにまとめている。この言葉
は，大学での講義の中で口にした言葉である。他にもいくつかの言葉を本文中に引用している。（p.111）」守屋語録と
は，以上のようなものであり，多くの示唆に富んでいると考えられる。 
Ⅳ．おわりに 
この間，世界的なCovid-19の感染流行・パンデミックにより，STAY HOME（在宅勤務や外出自粛）が進められ，
Facebookでは「7日間ブックカバーチャレンジ」バトン手渡しページが始まっている。「読書文化の普及に貢献する
ためのチャレンジであり，参加方法は好きな本を1日1冊，7日間投稿する」というものである。「7日間ブックカ
バーチャレンジ」の以下のルールには，①「本についての説明はナシで表紙画像だけアップ」，②その都度1人の
FB友達を招待し，このチャレンジへの参加をお願いする。または，このFBグループにバトンを預けるというもので
ある。多くの先生がチャレンジされていらっしゃり，筆者は，このように「書評」に挑戦することにした。 
ここでSTAY HOMEとは，2020年3月25日に東京都が発令した週末の不要不急の「外出自粛宣言」のことであり，
同年4月7日に改正・新型インフルエンザ等対策特別措置法第32条に基づいて国（日本政府）が発出した「緊急事
態宣言」に伴い，1都3県が緊急事態措置を講じ，この間，感染拡大の防止に向け，人と人との接触機会を8割減ら
すべく，都民・県民をはじめ，事業者に徹底した外出自粛や施設の休業等を要請したものである。同年4月23日に
小池百合子東京都知事は，大型連休期間(ゴールデンウイーク）中の取組が非常に重要となるため，1都3県では同
じ危機意識の下で，同年4月25日から5月6日までを「いのちを守るSTAY HOME週間」として，企業・住民に対し
連続休暇の取得などによる通勤の徹底的な抑制やこれまで以上の外出自粛への協力などを要請したものである。さ
て，STAY HOME中の皆さんには，この守屋山光著『詩歌集 心の中のフォトアルバム』は，一体どのように映るので
あろうか。 
最後に，守屋山光（國光）先生を師と仰ぐ筆者は，小学校での担任教諭の経験もあり，この本を頂戴したときに，
さっそく「山の祈り」のCDを流してみた。心の隅まで染み渡るその声は，特別支援教育（当時は，障害児教育・特殊
教育）はもちろんのこと，農業型の社会や心を豊かに耕す教育の素晴らしさをことある度に訴えてこられた，そんな
守屋先生のひたむきなご講義の内容そのものではないだろうかと，考えさせられるものがひしひしとこみあげてくる。
ぜひ，手に取っていただくとともに，聴いていただきたいと切に願っている。この「山の祈り」は，YouTubeにもUP
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されており，だれでもアクセス可能となっている。筆者もいつか，これまでの人生をまとめあげることができれば，
守屋國光先生に少しは近づけるのではないかと考え，大きな憧れを抱いているところである。 
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